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令和7年度 

2級電気工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工経験記述により省略。 
 

【問題 2】 

2－1 

番号 1 語句 機器の搬入 

① 
搬入機械の点検整備、機器の養生、建物の損傷防止対策を行い、保管場所を

確保したうえで、搬入・場内運搬を円滑に実施する。 

② 
機器の数量、重量、寸法などを的確に把握して、搬入時間や搬入口の位置、

大きさ、経路を打合わせする。 

 

番号 2 語句 電線相互の接続 

① 
絶縁被覆の剥ぎ取りは必要な寸法だけとし、心線に傷がないかを確認する

絶縁被覆と同等以上の効力があるように絶縁テープなどを巻き付ける。 

② 
圧着スリーブ、電線コネクタ、圧着端子などの電線に適合する接続材を用

いる。 

 

番号 3 語句 低圧ケーブルの敷設 

① 
ケーブルの要所には表示札、表示シートなどを取り付け、回路種別、行き

先などを表示する。 

② 
ケーブルの曲げ半径は、単心ケーブルの場合は仕上り外径の8倍以上、単心

以外のケーブルの場合は仕上り外径の6倍以上とする。 

 

番号 4 語句 資材の受入検査 

① 

全数検査は製品の全数を検査し、良品だけを合格とする方法で、抜き取り

検査は、いくつかサンプルを取り出し、全体の合格・不合格を決定する方

法である。 

② 
検査は資材の種別ごとに、現物と納品書、製作図と照合して行う。サイズ

の違いなど契約図書との相違があった場合には、受取りをしない。 
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番号 5 語句 低圧分岐回路の試験 

① 
絶縁抵抗は、開閉器などで区切ることができる電路ごとに、電線相互間お

よび電路と大地間を測定する。 

② 

照明器具は、スイッチの入切により、器具数と位置が一致して点滅するか

全数確認する。コンセントは、接地極付の接地線の接続状況を確認し、極

性試験を全数確認する。 

 

番号 6 語句 分電盤の取付け 

① 
屋外形は、盤内への水の侵入を防ぐため、パッキンの取付けや防水コーキ

ングを施す。 

② 
屋内形は、高温、多湿、塵埃、振動の影響がなく、容易に操作・点検ので

きる場所に取り付け、扉の開閉に十分なスペースを考慮する。 

 

2－2 

（1） 名称又は略称 ヒューズ付高圧負荷開閉器（又はLBS（PF付）） 

（2） 機能 

高圧限流ヒューズと高圧交流負荷開閉器とを一体に組み合わ

せ、限流ヒューズ部では過電流、短絡電流の遮断を行い、負荷

開閉器部は負荷電流の開閉を行う。 

 

【問題 3】 

 

番号 1 用語 太陽光発電システム 

① 
半導体の光電効果を利用したもので、結晶シリコン系では単結晶、多結晶、

薄膜系ではアモルファス、CIS、CIGS などの種類がある。 

② 
太陽電池、蓄電池、直交流変換装置、配電系統に接続する連系装置などによ

り構成されている。 

 

番号 2 用語 単相変圧器のV結線 

① 

利用率は、√3P／2P ＝0.866 となり、単相変圧器2台の出力の約86％となる。

出力比は、√3P／3P＝0.577 となり、3台で運転している出力に対して、約

57％しか得られない。 

② 
三相電源に、2台の単相変圧器を接続して三相電力を供給する方式で、将来

負荷が増加した時にΔ－Δ結線とすることができる。 
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番号 3 用語 2Eリレー 

① 
三相誘導電動機の過負荷保護と、欠相保護機能を備えたサーマルリレーであ

る。 

② 
過負荷保護は、定格負荷を上回る負荷がかかっている状態を保護し、欠相保

護は、電動機の三相入力のうち、いずれかが欠如した場合を保護する。 

 

番号 4 用語 屋内配線用差込形電線コネクタ 

① 
板状スプリングと導電板の間などに電線終端を挟込み、電線相互の接続を行

う、特定電気用品の適用を受けた接続器具をいう。 

② 
ワンタッチで電線接続が可能でありテープ巻きが不要なことから、施工時間

が短縮され省力化が図れる。 

 

番号 5 用語 定温式スポット型感知器 

① 
バイメタルの変位、金属の膨張、半導体などを利用したものがあり、感度に

応じて特種、1種に分かれている。 

② 
1局所の周囲の温度が、一定の温度以上になったときに、受信機へ火災信号

を発信する。 

 

番号 6 用語 電車線路の帰線 

① 

帰線レール、補助帰線、負き電線、吸上線などの総称をいい、帰線の電気抵

抗が大きい場合は、電圧降下、電力損失が大きく、漏れ電流が増大し、電食

や通信障害の原因となる。 

② 

電車線に供給された電力を変電所に戻す回路を帰線路といい、レールを使用

する。レール継ぎ目には電気的接続を良くするためにレールボンドを溶接す

る。 

 

番号 7 用語 ループコイル式車両感知器 

① 

車路に埋設したループコイルに約40kHzの高周波電流を流し、車両が通過し

た時の微小なインダクタンスの変化を、感知器が感知して信号を管制盤に送

出する。 

② 

ループコイル状の検出器と感知器で構成され、車両の進行方向の識別には2

本のループコイルを使用する。人や動物による誤動作が少なく保守が容易で

ある。 
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番号 8 用語 A種接地工事 

① 
接地線の種類、太さは、引張強さ1.04ｋN以上の金属線または直径2.6ｍｍ以

上の軟銅線とし、接地抵抗値は1０Ω以下とする。 

② 
特別高圧または高圧の機械器具の金属製の台、外箱などに異常電圧が生ずる

のを防止するために行う。 

 

 

番号 9 用語 電線の許容電流 

① 
長時間使用のときの連続使用時許容電流と、故障時その他で短時間使用のと

きの短時間許容電流および短絡時許容電流がある。 

② 
電線の温度上昇により絶縁体が熱劣化し、絶縁性能などの諸性能が低下す

る。その耐熱性限界の最高許容温度値から求められる電流値である。 
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※下記は試験実施団体より公表 

 


